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◆ 新テロ特措法反対、給油活動再開、再議決反対の世論と運動をいまこそ！　
　自民・公明の与党は、臨時国会を再延長し、新テロ特措法案を何が何でも強行する構えです。しかし、最近の世論調査は新テロ特措法案が参議院で廃案・審議未了となった場合に衆議院の三分の二以上の賛成によって再議決することに、国民の多数が「不適切」(読売43.9％、NHK47％)「成立させるべきでない」(共同43.6％)「支持しない」(毎日57％)としています。(最近の世論調査の結果はHPの「お知らせ」参照)
　予算案や条約批准などについては衆議院の優位性はあるものの、一般の法案は衆議院と参議院の両院で可決してはじめて法律となるのが憲法59条の主旨です。衆議院で可決しても参議院で否決または審議未了の場合は、その法案は廃案とすべきです。
衆院での三分の二以上での再議決は、憲法上の規定とは言え、議会での多数の横暴をいさめ、慎重審議を求めるのが趣旨であって、時の政権の都合で「伝家の宝刀」として抜くうようなものであってはなりません。現に参議院で否決された法案を衆議院の多数によって再議決した例は1950年代に2回あるだけでその後50年以上ありません。
まして、国民のアフガン・イラクへの自衛隊派兵反対の意思は参院選挙の結果で明白です。しかも、衆院の与党絶対多数は、「小泉劇場選挙」の結果もたらされた虚構の議席です。その議席にしがみついて、再議決することは、アメリカの圧力と財界の要望には忠実に応え、国民の意思を無視するという最悪の議会制民主主義を否定する暴走です。
　年末年始にかけての世論の動向こそが、最終的に議員や政党の政治決断を左右することになります。国会が開会中とはいえ参院外交防衛委員以外は地元に帰っているケースが多いいまこそ、「防衛省の政財官癒着の撤回究明を」「報復戦争を支援する新テロ特措法反対」「憲法違反の海外派兵はやめよ」「戦争のための油を出すのでなく国民へ油を支援すべき」「衆議院での再議決反対」の声をあげ、議員にも集中しましょう。
◆ 東京 「９の日」宣伝　基地もテロ支援法も要らない ー 高校生・学生が次々署名 ―
　１２月７日（金）の憲法東京共同センターの「９の日宣伝」は、新宿駅東口で行いました。春のようなポカポカ陽気の中、１３団体から４９人が参加し駅利用者、通行人に憲法ビラ１千枚とティッシュ５百個を配布しました。署名は憲法３３筆、テロ特措法２０筆が集まりました。

今回は若い女性、高校生などが署名に立ち寄る姿が目立ちました。２人連れの女高生は、都教組磯崎副委員長の持つ署名に寄ってきて「憲法九条ってなに？」と。磯崎副委員長が「憲法九条があるから日本は戦争が出来ない。この署名は『戦争しないで！』という署名なのよ」と話すと「そぉ、じゃあするわ」と２人仲良く署名。神奈川の若い女性は「自分は座間から来ましたが基地があり、そのうえ戦争司令部が来てもらいたくない」。通りかかった学生は「自分は長崎出身、絶対憲法を変えては困る」と署名。

　宣伝カーからは各弁士が「武力ではテロはなくせません。九条を持つ日本が技術力を活かした平和的支援こそアフガンやイラクの国民が望んでいます。核兵器も戦争もない世界と日本をつくりましょう。米軍の報復戦争支援の『新テロ特措法』を絶対通させないよう頑張りましょう」と訴えました。
■「憲法葛飾共同センター」発足！

　１１月１６日、葛飾区堀切地区センターを会場に、区内10数団体から約７０名が参加し、憲法改悪に反対する葛飾共同センターが結成されました。結成集会では、葛飾区労連の野口議長が準備会を代表して主催者あいさつ。平山和雄東京共同センター事務局長が情勢報告も兼ねた来賓あいさつ。平和委員会の井上事務局長が経過報告とセンター体制について提案し、全会一致で承認されました。
つづいて大沢豊監督が記念講演を行い「日本の青空」への思いを語りました。

大沢さんは、「ぜひ若い人に観てほしい。そのため、若い女性の派遣雑誌記者の目から憲法を捉えるドラマにした。押しつけられた憲法だから自主制定をと考えている人にもぜひ観てもらいたい」と熱っぽく訴えました。

　記念講演を受けて、宣伝、署名、学習の３つを柱とした行動提起を全員で確認。代表委員は区労連、民商、新婦人、平和委員会、医療生協の各１名で構成、事務局長は平和委員会、事務局は区労連に決まりました。
◆ 「東京税関九条の会」が結成　
「東京税関九条の会」は10月15日、結成総会を都内で開催しました。税関の職場は、先の大戦で諸外国との友好、交流が途切れ、貿易が激減するなか税関が閉鎖されるという苦い経験をもっています。憲法９条を守り、発展させていくために全国の「憲法九条を守る会」の仲間とともに、東京税関でも発起人を参集して、会の設立に向けて行動する時期だという思いの有志が集い、動き出しました。4月に「職場九条の会」設立発起人の呼びかけを職場と退職者に呼びかけ、17名が発起人になって準備会を立ち上げ、5回の準備会を経てようやく結成総会を迎えることができました。

結成総会には仕事を終えた仲間24名が参加。「９NINE憲法九条は訴える」のDVDを観て、仲間２人のデュエットで平和を訴える歌が披露されました。「東京税関九条の会」世話人代表から「『九条の会』は９人の呼びかけから、今では全国で六千をこえる会ができている。この『東京税関九条の会』も動けば変わる。ここにいる人たちが、誰か一人でもいいから自分の気持ちを本気で伝えて、会へ入ってとお願いすれば、何かが変わるのではないかと思います。私たちはそんなに若くないが、よぼよぼの年寄りでもない。まだまだ動くことができます。今日からまた新しい一歩を踏み出していきましょう」と熱い思いを込めた訴えがありました。

　参加者の発言では「77名の退職者に訴えを郵送して16名から賛同がありました。退職者も地域で署名など頑張っている」「成田からは地理的に大変ですが何ができるか考えたい。佐倉では憲法学習会なども行われている。やる気充分」、「生まれてくる子どもに戦争に行かせたくない。その思いを強くもっている」「今年の反核マラソンに若い人もいっぱい参加している。気軽に呼びかけ1人、2人でも増やしたい」など、一人ひとりの熱い思いが語られました。

最後に、憲法を守る大きな世論をつくるため、東京税関で働く職場の仲間と退職された皆さんに賛同を訴える「東京税関九条の会」アピールを拍手で確認しました。
■「国公静岡九条の会」が１周年！ 毎月「９の日」宣伝を展開

「国公・静岡九条の会」は、「憲法９条を守ろう」の一点で連帯し、昨年11月10日静岡県で働く現職の国家公務員と退職者、その家族を対象に結成されました。
　会の特徴は、組合加入の有無に関係なく、また管理職も一緒に参加できる組織となっている点です。現在の活動は、毎月９の日（ただし９の日が休日の場合には、９の日の前の平日）夕方から街頭宣伝活動として、雨の日も、風の強い日もビラまき宣伝活動を静岡の１０９前で行って来ました。
　最近は、活動の浸透に伴い（ビラの配布に会員が慣れて来たのもあるかもしれませんが）最初は1時間以上がかかっていたのが、現在は40分ほどで撒ききれるようになりました。

　今年の11月22日には、静岡県の労政会館において原田政信先生（静岡県労働者学習協会会員）を迎えて、第2回総会を開催することができました。財政は、現在カンパと財政活動（オルゴール販売・９条グッズ販売・お茶販売等）で賄っています。かなり厳しい状況ですが、今後は呼びかけ人になってくれた方へ、定期的にカンパの協力をお願いしようかと考えています。
◆ 新婦人 山口 岩国支部　Xmas9条カード　

12月の「９の日行動」に名刺サイズの〝クリスマス９条カード〟を配布。
カードはカラーでクリスマスにちなんだ絵手紙と裏面に憲法９条を印刷してあります。宣伝では、中学生らが「かわいぃ～」と寄ってきて署名し、「娘のクリスマスプレゼントに」という姿も。宣伝が明るく楽しいものになりました。

岩国では「12・1怒りの１万人集会ｉｎ錦帯橋」を成功させたばかりで、参加した私たちも「自分が１万１千人分の１だと思うと身が震えた」という感動が満身に残り、大きな確信と勇気に湧き上がっています。

宣伝も「１万人集会」以降は、市民が「自分たちのことは自分たちで決めると」という自信がみなぎり、署名に足を止める人も〝街の雰囲気が違うよね〟と声をかけてくれるし、署名もいつも以上にあつまりました。キャンプ座間で市民・市長らの反対を押し切って司令部移転が強行されたことに「怒り」でいっぱいです。米軍、日本政府に怒りの声をいっしょにあげていきましょう。
◆ 長崎　「長与九条の会」結成2周年の集いに町長、議長も参加「あの悲劇を繰り返さない」
「長与町『平和で安全な町宣言』を生かし、憲法九条を守る会」（長与九条の会）は９日、同町高田地区公民館で結成２周年の集いを開き、町長と議長もそろって参加、約70人が参加しました。川野浩一会長は、同会の特徴について「『町宣言』は九条の精神と合致しており、官民が力をあわせて運動していること」と強調。葉山友昭町長は「平和事業にさらに力を入れる」とあいさつしました。 

被爆直後の惨状を記録したビデオ「昭和20年長崎の記憶」を見た後、講演した川口義人・前町議会議長は「たまたま通学列車が遅れ、長与駅で警報を聞き自宅に引き返したことで命が救われた」と当時を振り返り、救護所となった小学校でみた悲惨な被爆体験を証言。「あの惨劇を繰り返してはならない」と訴えました。
集いでは、８月から月２回、手分けして家庭を一軒一軒まわり、長与九条の会への参加を呼びかる署名活動を継続し、町人口の過半数をめざしていることが報告されました。
◆ 愛知 全県で憲法署名の推進へ 4.9一斉宣伝　
憲法改悪反対愛知共同センターも11月16日、第５回運営委員会を開催。「職場・地域の実態や実情をよく見て、暮らしの中から憲法に近づく創意と工夫を行なうとりくみを強めよう」と話し合い、全県での署名推進を大きく飛躍させるために、次の「２つの節目」を設定(1/5地域共同センター交流集会、4/9全県一斉宣伝)し、地域や団体で、来年の活動予定に加え多数の参加で大きく成功させることを確認しました。

とくに来年４月９日を「全県いっせい宣伝」に設定し、早朝・昼間・夕方の大宣伝行動に圧倒的な参加を組織し、みんなが「憲法で動く日」にしよう！この日を目標に、署名と集約を進めよう！地域共同センターのないところは準備会を含め共同センターづくりを話し合いましょう！と意思統一しました。
　短信･ホットライン　　
■ 「9条風船」が300キロの旅?

「開戦記念日」の12月8日夕方、滋賀県の日吉９条の会が行ったピースコンサート終了後、民医連が作った100個の「9条風船」を飛ばしました。その内、1個が埼玉県までへ飛んで行き、10日朝に拾った女性から「家の畑に落ちていました。がんばってください」との電話が入りました。埼玉県小川町は、秩父方面で比叡山の坂本民主診療所から直線距離にして325キロ㍍。高速道路の最短でも485キロ㍍あります。(滋賀民医連)

　■ 鈴木安蔵　ドキュメンタリーで「憲法」の系譜たどる
日本国憲法の制定秘話を描いた劇映画「日本の青空」の主人公で静岡大文理学部長も務めた憲法学者鈴木安蔵（１９０４―８３年）が、今度はドキュメンタリー映画になる。現憲法の思想的な系譜をたどる「太陽と月―日本国憲法の誕生」（仮題）。芸術文化振興基金の助成を受け、来年１月の米国ロケを皮切りに撮影を開始。３月末の完成・試写を目指す。
「憲法と国民の関係は太陽と月と同じ。一方が輝かなければ、一方も輝きを失う」と、実質的なプロデューサーを務める峯岸和生さん。最近の改憲論議で忘れられがちな、「憲法は国民が権力を縛るもの」との近代立憲主義の原点を再確認したいと制作を決めた。
第１部の「日本国憲法の水脈」は、明治期の自由民権運動の中で国民主権や基本的人権を打ち出した千葉卓三郎の５日市憲法草案や植木枝盛の東洋大日本国国憲按（あん）を紹介。第２部「日本国憲法誕生へ」では、植木らの思想を受け継いだ安蔵が終戦直後に作った憲法草案に焦点を当て、この草案がＧＨＱ（連合国軍総司令部）にいかに大きな影響を与えたかを検証する。
憲法になじみの薄い人にも分かりやすいよう、落語家の立川志らくさんがナビゲーター役を務めるほか、新発掘の映像資料をふんだんに盛り込むという。監督は福原進さん。自由工房（工藤充社長）が中心となり、近く制作委員会が発足する。(07/12/18静岡新聞)
■ 最近の世論調査　

<新テロ特措法>・・・賛否が拮抗
読売　12/11　  賛成44.7　反対42.6
朝日　12/4　　 賛成36　　反対43
NHK 12/10　　賛成30　　反対25
共同　12/17　　賛成38.8　反対46.7
<給油活動の再開・継続>・・・反対が多数の声
読売　12/11　　賛成47.5　反対41.1
朝日　12/4　　 賛成44　　反対44
日経　12/17　　賛成39　　反対44
毎日　12/18　　賛成41　　反対50
<新テロ特措法の再議決・再可決>・・・支持しない57％
読売　12/11   適切42.5　 不適切43.9
朝日  12/4    妥当46　 　妥当ではない37
ＮＨＫ12/10   適切40　　 不適切47
共同　12/17   成立させる41.2　するべきでない43.6
日経　12/17   賛成41％　 反対39
毎日　12/18   支持する32 支持しない57
<福田内閣の支持率>・・・急落に拍車
日経　12/17　　支持43(55)　不支持46 (33)
共同　12/17　　支持33(46)　不支持44(30)
毎日　12/18　　支持35.3(47.0) 不支持47.6(36.6)
* 数字は％、( )は前回








































